
 
 
 

令和２年２月１７ 日 

新基準適合性審査チーム 

資料１－１ 

ＫＵＣＡの炉心の安全設計の審査フロー 

１．炉心の構成範囲の設定の妥当性の確認 

①固体減速炉心：燃料の種類、燃料体の最大挿入量、減速材対燃料割合 (H/U)          
軸方向均一、燃料領域高さ、制御棒体数、反射体の配置条件、等 

②軽水減速炉心  ：燃料の種類、燃料板間隔、燃料体の配置体数、２分割炉心の面間距離等 

２．炉心の安全上のパラメーターの選定の妥当性の確認 
①安全設計（添付資料８）の核的制限値 

最大過剰反応度、反応度添加率、反応度温度係数、減速材対燃料割合＊ *構成範囲｝ 
②安全評価（添付資料１０）の判定基準（燃料等の最高温度） 

評価するパラメータ：動特性定数（β／ℓ）、積算出力、熱的パラメータ（比熱）等 

３．代表的炉心の選定の妥当性の確認 
代表炉心の選定において、１．の炉心の構成範囲（挿入量、炉心高さ、燃料領域高さ、制御

棒位置等）で、２.①の安全設計の核的制限値、２．②の安全評価の判定基準への適合を確認す

るために適切な代表炉心が選定されているか、評価量の特性を考慮した理由であることを確認 

４．核計算の妥当性の確認 
①計算コードの妥当性（モンテカルロコードはなく拡散コードを用いることの妥当性等） 
②モデル化、入力パラメータの妥当性（制御棒近傍の境界条件、中心架台空間部の考慮など） 
③実験データ等による検証（実験データの有効性の確認） 
④①～③を考慮した計算結果における不確かさの特定 
⑤製作公差の考慮（必要に応じて感度解析を実施） 
⑥保守性の考慮 （同上） 

５．代表的炉心の計算の妥当性の確認 
各代表炉心の計算における、４．の不確かさ、保守性等の考慮の妥当性について確認 

６．安全設計の核的制限値、安全評価の判定基準への適合性の確認 

7．設置許可基準規則への適合性を判断 
第１５条（炉心等）、第１９条（反応度制御系統）、第２０条（原子炉停止系統）、第１３条

（運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故の拡大の防止）、第２９条（実験設備等） 


